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オーガナイザー
　尾田一貴（熊本大病院薬）
　榎屋友幸（鈴鹿医療大）
　
　臨床薬剤師は薬物治療参画などの臨
床的活躍を通じて、徐々に医療におけ
るプレゼンスを固めてきた。さらに突
き抜けたプレゼンスを発揮するために
は、非医療従事者や一般社会からの認
知を強化する必要があると考える（＝
社会的プレゼンスの向上）。
　しかし、従来の臨床的活躍を全うす
るのみでは、社会的プレゼンスの確立
には多大な時間を要すると考える。社

会的プレゼンスの飛躍的な向上のた
めには、臨床薬剤師が実践している
ファーマサイエンスを基盤とした医療
薬学研究成果が、医療の質向上に貢献
していることを、社会にアピールし、
社会とつながることが不可欠と考える。
　本シンポジウムの目的は、少年のよ
うに大志を抱く新進気鋭の臨床薬剤師
の実践する医療薬学研究の成果をどの
ように社会に発信し、臨床薬剤師の社
会的プレゼンス向上につなげていくの
かについて考える機会を持つこととす
る。

（尾田一貴）

医療薬学研究の成果を通じた臨床薬剤師の
社会的プレゼンス向上を考える

－Pursuing pharmaceutical research-driven upgraded
 social presence of pharmacist オーガナイザー

　武田真莉子（神戸学院大薬）
　三原潔（武蔵野大薬）

　今般の新型コロナウイルスの感染拡
大に伴い、医療系人材育成を行う大学
では、臨床現場で行われる実習が中止
または縮小されるなど、実習機会に大
きな制限がかかった。薬学においても、
臨床実習に加え、調剤手技や患者応対
方法を修得する臨床準備教育が多大な
影響を受けた。一方、そのような制限
を受けながらも、薬剤師を目指す学生
を育成する大学は、独自に様々な工夫

をしながら教育の質や量を低下させる
ことなく実践形式の学修機会を作り、
薬剤師業務に必要とされる技能の修得
を図ってきた。
　本シンポジウムでは、昨今、目覚ま
しい発展を続けているデジタルトラン
スフォーメーション（ＤＸ）等の技術
をいち早く薬学教育に取り入れて、既
に現場で実践している大学の事例を紹
介し、医療人材育成におけるＤＸ技術
の現在の進捗や課題、今後の展開など
を議論することで、ＤＸ技術を活用し
た薬学教育現場の未来を展望したい。

（武田真莉子）

ウィズコロナ・ポストコロナ時代に対応した
薬学教育手法のパラダイムシフト

－仮想現実（VR）が薬学教育を変革⁉︎新たな時代へ

オーガナイザー
　平井剛（九大院薬）
　大和田智彦（東大院薬）
　松永茂樹（北大院薬）
　荒井雅吉（阪大院薬）
　
　モダリティーの多様化が推進される
中で、低分子有機化合物や天然有機化
合物が重要な分子群であることが再認

識されている。一方で、新規化学反応
の開発による低分子化合物のケミカル
スペース拡張が進んでいる。このよう
な現状を積極的に生かし、既存の枠に
とどまらない次世代の低-中分子医薬
品創製に向けた研究を啓発することを
目論み、化学系薬学部会と医薬化学部
会が協力し、最先端の有機化学を中心
とする薬学研究を一堂に会する国際的

な場として、本シンポジウムを企画し
た。
　最先端有機合成化学と最先端創薬化
学の接点にフォーカスし、浦口大輔教
授（北大）、石川稔教授（東北大）、
Gong Chen教授（中国・南開大）の計
３人の講演者による国際シンポジウム
を開催する。なお、本年会では本シン
ポジウム後に、同分野の海外研究者と
して、Xiaogunag Lei教授（中国・北京
大）の講演会が開催される。合わせて
ご参加いただくことをお薦めしたい。

（平井剛）

化学系薬学部会・医薬化学部会合同シンポジウム

Synthetic Medicinal Chemistryの最先端

オーガナイザー
　櫛山暁史（明治薬大）
　宮田佳樹（帝京大薬）

　糖尿病人口の増加と共に糖尿病網膜
症の患者数は今後さらに増加すること
が予想され、広く実施可能な「網膜症
を発症・進展させない治療」が重要と
なる。糖尿病網膜症の発症・進展は、
血液網膜関門（ＢＲＢ）の破綻が起点
となる。ＢＲＢの破綻には網膜血管内
皮細胞と協調してＢＲＢを構築するペ
リサイトの消失が深く関与する。
　また、網膜毛細血管とそれを取

り囲むニューロンやグリア細胞が
neurovascular unit（ＮＶＵ）を形成し、
ＮＶＵを標的とした網膜症治療が期待
されている。さらに、薬物の網膜送達
性の向上を目的とするナノ製剤化技術
等の薬物送達技術や新たな創薬候補化
合物の探索研究は、近年大きな進歩を
遂げている。
　本シンポジウムでは、眼科領域から
薬学研究者ならびに研究医として高い
アクティビティで研究を進めている先
生方に最新の研究成果をご講演いただ
き、今後の網膜症研究の展望について
議論を深めたい。　　　（宮田佳樹）

糖尿病網膜症Update
オーガナイザー
　牛丸理一郎（東大院薬）
　阿部郁朗（東大院薬）

　近年、生命情報科学や計算科学の飛
躍的な発達に伴い、生体内において
代謝物化学変換を担う生合成酵素の
重要性や医薬品化合物創出への応用
可能性が以前にも増して示されつつ
ある。
　特に、ゲノムマイニングによる未知
天然物や未知遺伝子の探索、生物活性
天然物の生合成における酵素群の新触

媒機能の同定、酵素反応機構の精密解
析、酵素の機能改変による新規反応開
発研究など多岐にわたる分野で活発化
しており、生合成酵素研究が創薬化学
に与える影響は今後ますます大きくな
るであろう。
　本シンポジウムでは、天然物生合成
や酵素工学など多様な分野で活躍する
第一線の研究者をシンポジストとして
お迎えし、生合成酵素研究の最新成果
を共有すると共に創薬に向けた新たな
可能性についても議論したい。

（牛丸理一郎）

生合成酵素と創薬化学の新展開


